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【緒言と目的】

　口腔健康状態と全身的健康状態との関連をテーマにし
た研究が増えている中で，顎骨と全身の骨組織との関連
を評価した調査も多い 1，2）。しかしながら，顎骨と全身
の骨組織との間に関連性が認められたという報告 1，2）が
ある一方，統計学的有意差は認められなかったという報
告 3）もあり一貫性に乏しい。
　従来の研究の大きな問題は，腰椎，大腿骨頸部，前腕
といった身体の一部分の骨密度を用いて評価している点
である。これまでの評価方法は，顎骨と足腰の骨といっ
た局所と局所との関連性評価がほとんどで，全身的骨代
謝と顎骨との関連は充分な評価がおこなわれたとはいえ
ない。このことを踏まえ，本調査では，全身的骨代謝を
「生化学的骨代謝Marker」により評価することとした。
　さらに，レントゲン的に顎骨の状態を評価する際の最
も大きな課題は，指標の規格化である。近年，疫学研究
や歯科臨床の場で，パノラマX線写真を用いた規格化
できる顎骨評価指標として，「下顎下縁皮質骨形態分類」
が提唱されている 4，5）。これまでの研究で，下顎下縁皮
質骨は歯の喪失による歯槽骨吸収の影響を受けにくいこ
とと，疫学研究の指標として用いた場合に再現性に優れ
ることが報告されている 4，5）。
　本調査の目的は，全身的骨代謝と下顎下縁皮質骨との
関連を解明することである。

【対象と方法】

（１）対象
　調査対象として，まず新潟市在住の 1927 年生まれの
200 名を無作為に選んだ。この中から，骨粗鬆症の診断
や治療を受けている者と骨代謝に影響を与える薬剤を服
用している者を除き，調査への同意が得られた 144 名（男
性 80 名，女性 64 名）を対象とした。

（２）方法
　顎骨の評価は「下顎下縁皮質骨形態分類」を用いた。「下
顎下縁皮質骨形態分類」とは，パノラマX線写真上で
の下顎下縁皮質骨の幅径と皮質骨断裂の所見を視覚的に
形態分類したものである（図１）。これまでの研究で，「下
顎下縁皮質骨形態分類」は高い再現性が確認されてい
る 4，5）。本調査においても，約 90％の再現性が確認でき
た。
　以下の基準により形態分類をおこなった。１型（C1）：
両側皮質骨の内側表面がスムースである。２型（C2）：
皮質骨の内側表面は不規則となり，内側近傍の皮質骨内
部に線状の吸収を認める。３型（C3）：皮質骨全体にわ
たり，高度な線状の吸収と皮質骨の断裂を認める。
　また，全身的骨代謝を表す骨吸収Marker「尿中Ⅰ型
コラーゲン架橋N末端断片（U-NTX）」の測定をおこなっ
た。

（３）解析
　「下顎下縁皮質骨形態分類」により 144 名の対象者を
３群に分けた。「下顎下縁皮質骨形態分類」の各群の
U-NTXの平均値を比較した（Scheff e の多重比較）。
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図１　下顎下縁皮質骨形態分類
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【結　　　果】

　「下顎下縁皮質骨形態分類」の読影は表１で示す結果
となった。男女間で比較した場合，女性のほうが「異常
所見あり（２型，３型）」と判定される割合が高かった（χ 2

検定，p<０.001）。
　U-NTX の 値 は， １ 型 : 28.9 ± 10.6nM ･ BCE/
mM ･ Cr，２型 : 38.8 ± 17.1nM ･ BCE/mM ･ Cr，３型 : 
52.2 ± 20.3nM ･ BCE/mM ･ Cr であった（図２）（Scheff e
の多重比較，１型 vs ２型 : p<0.01　１型 vs ３型 : 
p<0.001　２型 vs ３型 : p<0.01）。

表１　読影結果
男女間で比較した場合，女性のほうが「異常所見あり（２型，
３型）」と判定される場合が高かった（χ 2 検定，p ＜ 0.001）。

男性 女性 男女
１型（C1） 51 10 61
２型（C2） 27 31 58
３型（C3） 2 23 25
合計 80 64 144

【考　　　察】

（１）全身的骨代謝と下顎下縁皮質骨との関連
　本調査の結果は，下顎下縁皮質骨に異常所見の見られ
る群（２型，３型）は正常群（１型）と比較して，
U-NTX の値が有意に亢進する，ということを示してい
る。今回の研究で指標として用いたU-NTX は，値が高
いほど全身的骨密度低下の危険性が高いことが知られて
いる 6）。下顎下縁皮質骨形態分類２型，３型の群は全身
的骨密度低下の危険性が高い，と考えられる。

（２）骨粗鬆症スクリーニングへの応用
　近年，パノラマX線写真上の「下顎下縁皮質骨形態
分類」を用いた骨粗鬆症のスクリーニングが提唱されて
いる 4，5）。これまでの研究では，下顎下縁皮質骨に異常
所見の見られる群（２型，３型）は正常群（１型）と比
較して，腰椎や大腿骨頚部の骨密度が有意に低下するこ
とが報告されている。上記の研究 4，5）で報告されている
下顎下縁皮質骨と足腰の骨密度との関連に加え , 今回の
研究で下顎下縁皮質骨と全身的骨代謝との間に関連のあ
ることが示唆された。
　パノラマX線写真は歯科医療現場での撮影機器普及
率が高いことと，「下顎下縁皮質骨形態分類」は再現性
に優れた顎骨評価指標であることから，将来的に歯科医
療現場での骨粗鬆症のスクリーニングが実施できること
が期待される。
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図２　下顎下縁皮質骨とU-NTXの関連
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